
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「はじめてみよう！ポートフォリオ検討会」（Ｐ２） 

これで安心！はじめてのパフォーマンス課題（Ｐ３） 

見取りも怖くない！ルーブリック（Ｐ４） 

第 1時 テーマの設定につ

いて（Ｐ１２） 

資料編 目次 

＜使い方＞ 

ボール部では、学びのサイクルは「単元全体」「１単位時間」「チーム内」「ゲーム中」のそれぞれの桁の中にあるのではないかと仮定して、以下の表

のように捉えることとしました。表の中のそれぞれのサイクルにおける教師の役割や支援について以降のページにまとめています。是非ご活用くださ

い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

チーム内で学びのサイクル

を回せるようにするための

教師の見取る内容・かかわ

り方（Ｐ５） 

アタックプレルボールの学習において戦術理解

を促すために気づかせたいこと（Ｐ６） 
アタックプレルの効果的な動き（Ｐ７～９） 

レシーブセット記録カード 

（Ｐ１１） 
チーム？個人？ゲームはど

う見取る？～ゲームの見方

変～（Ｐ１０） 

本部会における学びのサイ

クルの捉え。イメージ図 

（Ｐ１） 



 

 

 

資料編 P1 学びのサイクルの捉え 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料編 P２ 



 

 

資料編 P３ 



 

 

 

 

 

 

資料編 P４ 



 

資料編 P５ 

〇チーム内で学習サイクルを回せるようにするための教師の見取る内容・かかわり方 



 

〇【アタックプレルボールの学習において戦術理解を促すために気づかせたいこと】 

・この資料は、単元を通して子供が戦術理解を深めるために必要な動きをまとめたものである。①・②に関しては単元前半で理解を図り、③に関しては単

元後半から探究していけるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以下は、３段攻撃においてのボールを持たないときの動きと、ボール操作 

レシーブ…ボールの正面に入り、セッターのいる位置(ネット近く)にボールをバウンドさせる。 

セット  …ボールを真下に打ちつける。理想はアタッカーの身長より、少し高いくらいのバウンドが良い。 

          ⇒ボールの軌道や仲間の位置を見て、誰がトスに入るかを判断することが必要となる。 

アタック…移動して、セッターより後方でボールを待ち、走り込みながら打つ。 

 

チームでボールをどのようにつないだらよいだろうか 

① アタック前のセットはどこでどのようにつなげ

ばよいのか？ 

② どのようにしてセッターにボールを繋げたらよ

いか？ 

③ 学習したことを基に、どのようにボールをつな

いでいくとよいか？ 

〇どこでセットをするとよいか。 

〇どのようなボールを送るとよいか。 

〇どのようなアタックがよいか。 

〇相手のアタックに対してどうセッターにつなげるとよいか。 

〇どのようなボールを送るとよいか。 

〇どのようなセットポジションがよいか。 

〇どのようにカバーをしていくとよいか。 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

   ↑：ボールの動き     ：OFチーム       ⇡：人の動き 
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〇アタックプレルボールの効果的な動き】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

戦術を理解したうえで、課題解決に向けて「何をするのか」「どうするのか」を共有する必要が

ある。そのため、「ボール状況」×「ボール操作と動き」をもとに連携の仕方について思考し、

チーム間で共有することがアタックプレルの効果的な動きにつながると考えた。 

ａ コートの真ん中 

ｂ コートの後ろ 

ｃ コートの前 

ｄ コート外の横 

 

ボール状況 

① 誰が？ 

② どこに？ 

③ どんなアタックをする？ 

④ どんな準備をしておく？ 

 

ボール操作と動き方 

前に２人後ろに１人の立ち位置の場合 
ボール状況 

ａ コートの真ん中 

 

ｂ 
 

コートの後ろ 

 

ｄ コート外の横 

 

ｃ 
 

コートの前 

 

ボール操作と動き方 

 

① ボールに近い子がレシーブをする 

  （この場合は C） 

② B（A）がセット位置に動き 

③ A（B）に向かってトス 

③ 相手の陣形に合わせてアタック 

④ B（A）は少し高めのパスをだし、A（B） 

  はトスに合わせて動く 

 

① ボールに近い子がレシーブをする 

  （この場合は B） 

② A（C）がセット位置に動き 

③ C（A）に向かってトス 

③ 相手の陣形に合わせてアタック 

④ A（C）は少し高めのパスをだし、C（A） 

  はトスに合わせて動く 

 

① ボールに近い子がレシーブをする 

  （この場合は A） 

② C（B）がセット位置に動き 

③ B（C）に向かってトス 

③ 相手の陣形に合わせてアタック 

④ C（B）は少し高めのパスをだし、B（C） 

  はトスに合わせて動く 

 

① ボールに近い子がレシーブをする 

  （この場合は C） 

② B（A）がセット位置に動き 

③ A（B）に向かってトス 

③ 相手の陣形に合わせてアタック 

④ B（A）は少し高めのパスをだし、A（B） 

  はトスに合わせて動く 

A 

B 

C 

A 

B 

C 

A 
C 

B 

B 

A 
C 
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ボール状況 

ａ コートの真ん中 

 

ｂ 
 

コートの後ろ 

 

ｄ コート外の横 

 

ｃ 
 

コートの前 

 

ボール操作と動き方 

 

① ボールに近い子がレシーブをする 

  （この場合は B） 

② A（C）がセット位置に動き 

③ C（A）に向かってトス 

③ 相手の陣形に合わせてアタック 

④ A（C）は少し高めのパスをだし、C（A） 

  はトスに合わせて動く 

 

① ボールに近い子がレシーブをする 

  （この場合は C） 

② A（B）がセット位置に動き 

③ B（A）に向かってトス 

③ 相手の陣形に合わせてアタック 

④ A（B）は少し高めのパスをだし、B（A） 

  はトスに合わせて動く 

 

① ボールに近い子がレシーブをする 

  （この場合は A） 

② C（B）がセット位置に動き 

③ B（C）に向かってトス 

③ 相手の陣形に合わせてアタック 

④ C（B）は少し高めのパスをだし、B（C） 

  はトスに合わせて動く 

 

① ボールに近い子がレシーブをする 

  （この場合は C） 

② B（A）がセット位置に動き 

③ A（B）に向かってトス 

③ 相手の陣形に合わせてアタック 

④ B（A）は少し高めのパスをだし、A（B） 

  はトスに合わせて動く 

立ち位置が L字の形の場合 資料編 P８ 



 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ボール状況 

ａ コートの真ん中 

 

ｂ 
 

コートの後ろ 

 

ｄ コート外の横 

 

ｃ 
 

コートの前 

 

ボール操作と動き方 

 

① ボールに近い子がレシーブをする 

  （この場合は B） 

② A（C）がセット位置に動き 

③ C（A）に向かってトス 

③ 相手の陣形に合わせてアタック 

④ A（C）は少し高めのパスをだし、C（A） 

  はトスに合わせて動く 

 

① ボールに近い子がレシーブをする 

  （この場合は B） 

② C（A）がセット位置に動き 

③ A（C）に向かってトス 

③ 相手の陣形に合わせてアタック 

④ C（A）は少し高めのパスをだし、A（C） 

  はトスに合わせて動く 

 

① ボールに近い子がレシーブをする 

  （この場合は A） 

② B（C）がセット位置に動き 

③ C（B）に向かってトス 

③ 相手の陣形に合わせてアタック 

④ B（C）は少し高めのパスをだし、C（B） 

  はトスに合わせて動く 

 

① ボールに近い子がレシーブをする 

  （この場合は A） 

② B（C）がセット位置に動き 

③ C（B）に向かってトス 

③ 相手の陣形に合わせてアタック 

④ B（C）は少し高めのパスをだし、C（B） 

  はトスに合わせて動く 

立ち位置がフラットの場合 
資料編 P９ 
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〇第１時 テーマ設定について 
 ・ルール確認 

・ウォームアップ⇒それぞれのコートに分かれて円陣でバウンドパスをするなど簡単な 
ボール慣れを行う。 

 

〇ゲーム①【前後半４分ずつ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇チームに分かれて活動する時間 

 

 

 

 

 

 

 

〇ゲーム②【前後半４分ずつ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

試しのゲームをやってみてどうでしたか？ 

・おもいきりアタックが打てて楽しい！ 
・ルールが分かってきた！ 

レシーブ→セット→アタックの流れが難し
いから実際にやってみようよ！ 

相手からのアタックをレシーブしないとボールが繋がらないね！ 

じゃあレシーブ、セットの流れを
みんなで確認しながらやってみ
よう！ 

ゲームを通して、どんな所が楽しかったり、面白かったり
しましたか？ 

・仲間と協力してボールを返すことができて楽しかった！ 
・みんなで声を掛けながらボールを繋げたよ！ 
・もっとアタックが打ちたいな！ 

これまでの振り返りから今回のテーマはどうしましょうか？ 
今回の単元を通して、学んでいきたいことはどんなことですか？ 

・アタックをおもいきり打つためにはボールをきちんと繋がないといけないね！ 
・相手とのラリーを続けるためにどうしたらよいかな… 
・みんなで動き方を考えないといけないね！ 

テーマ：チームでボールをどのようにつないだらよいのか。 

次のゲームに向けてどんなことを意識していきますか？ 

・レシーブ・セット・アタックをして相手コートにボールを返
したい！ 
・そのためにチームで確認したいな… 
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本指導案で使用している言葉について（本領域部会の解釈） 
 
〇ゲームパフォーマンス 
ゲームパフォーマンスとは、ゲーム場面で表れる総合的な遂行場面（意思決定・技能発揮・サポート、ベース

/カバー等の調整）を指す概念で、授業論としては戦術重視の潮流の下、GPAI（Mitchell・Oslin・Griffin）
が観点化・記録法を提示してきた背景をもつ。本部会ではゲームパフォーマンスを学習内容として位置付け、
GPAI を用いたゲーム中のプレイの分析により、個人のゲームパフォーマンスおよびチームの戦術的意図・連
携の変容について評価や検証の対象とすることとした。 
 
 
〇戦術的理解 

TGfU（Bunker & Thorpe ら）は、ゲーム中に起こる「戦術的な問題」を見つけて、状況に合った解き方
（配置・連係・技の選択）をその場で判断できる力として意思決定の学習の中核に据えている。本部会では、こ
れを支持し、ゲーム中に生じる課題について適切に判断することができる力として捉えた。そのため、状況に応
じた選択・配置・連係において解決する力、誰に・どこへ・いつ・どの高さ/強さで、といった手段を選択する力、
サポート/カバー/ベース等の連携において解決する力、を学習内容として位置付けることとした。そこで、
GPAI を参考に、意思決定・技能発揮・サポート・カバー等の観点から三段攻撃の成立に結びつく理解の深ま
りについて評価や検証の対象とすることとした。  
 
 
〇意思決定 
ボールゲームの学習における意思決定は「状況に応じて最適な行動を選ぶ過程」として授業論の中核に位

置づけられており、Bunker & Thorpe が戦術的認識にもとづく意思決定を重視する学習モデルをとして提
示した。このゲームを中心として型に通底した知識や技能を学習する方略は、日本の学習指導要領にも影響を
及ぼしたとされており、本研究においてもこれらの知見を支持することとした。 
本部会ではアタックプレルボールの１打目（レシーブ）→２打目（セット）→３打目（アタック）の各局面において、

プレイの状況に応じて行動を選択（誰に／どこへ／いつ／どの高さ・強さ）する力として扱い、本単元の学習内
容として位置付けている。 

 
 

〇技能発揮 
技能発揮は、ゲームの状況に応じた戦術的意図に沿ってレシーブやトス、アタックなどのボール操作を実行

することを指し、本部会ではGPAIの「Skill execution」を参考に、アタックプレルボールの各局面（レシーブ
／トス／アタック）で意図して、レシーブ：「次につながる高さと方向でコントロールして返せているか、トス：「攻
撃しやすい高さと方向にコントロールできているか」、アタック：「コントロールされた打球で返せているか（高さ・
方向・力加減）」を評価や検証の対象とすることとした。 
 
 
〇GPAI 

GPAI（Game Performance Assessment Instrument）は、ゲーム中に表れる意思決定・技能発揮・
サポートに加えベース／カバーなどを多面的に捉える評価枠組みで、Oslin, Mitchell & Griffinにより開
発され、その妥当性も報告されている。本部会では、アタックプレルボールにおけるゲームパフォーマンスにつ
いてGPAIを用いて分析することとした。 
 
 
〇流動的 
流動的とは、広辞苑によると「状況や事柄が常に変化していて、固定的でないさま」と示されている。本部会

では、ゲーム中に生じる、ボール位置・相手味方の配置・空間の状況に応じた役割・位置取り・ねらいが絶えず
入れ替わることを指している。本指導案では、レシーブ→トス→アタックの各局面において求められる役割が
常に変容するというキャッチバレーボールとの違いが顕著になるよう教材を設定した。加えて、役割の分業や固
定化が効果的な動きとして採用されず、子供たちが状況に応じた役割行動を行う必要性に気付くことができる
ような単元計画を企図した。 
 
 
〇形成的没頭度尺度 
村瀬らが、子供がどのように体育学習に取り組んでいるかを、授業中・単元中に形成的に把握するために作

成した尺度である。これは、思考力・判断力や仲間との相互作用と結びついた「没頭（夢中さ）」の質を、短時間
の質問紙で継続的に可視化し、授業改善につなげることを狙っている。本部会では、今年度の主題に基づき、
子供が学習成果や結果ではなく学びの過程について評価することができる本尺度を支持し、手立てが、子供
の学習に対する主体的な関わりにどのような影響を及ぼすかを分析することとした。 
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